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岐阜県池田町における森林環境税の活用について

■活用状況（全体像）

区分 令和７年度 計 未執行額の活用方針

活用額（円） 6,075,932 35,757,932
93% バッファーゾーン整備等の森林整備に活用する。

譲与額（円） 7,129,000 38,576,000

■令和７年度の具体的な活用状況

区分 事業区分

事業費（円）

事業内容

意向調査、集積計画等作成 2,035,000 森林経営管理法に基づき、森林所有者への意向調査（小寺地区）を実施した。

その他（森林整備） 1,941,500
近隣住民の生活環境の保全、野生鳥獣による被害の軽減及び生物多様性の保全を図るため、人

の野生鳥獣の生活圏の間にバッファーゾーン（緩衝帯）を整備した。

その他（木材・普及等啓発関

係）
113,300

森林環境整備事業による景観整備を行うため、大津谷登山道の該当箇所について、測量及び毎

木調査を実施した。

その他（木材・普及等啓発関

係）
41,140

森林環境整備事業に係る景観整備を行うため、霞間ヶ渓登山道の該当箇所について、毎木調査

を実施した。

その他（木材・普及等啓発関

係）
847,000

登山者及び観光客のニーズに対応するとともに、霞間ヶ渓登山道からの眺望を確保するため、

景観整備を行った。

その他（木材・普及等啓発関

係）
1,097,992

登山者及び観光客のニーズに対応するとともに、大津谷登山道からの眺望を確保するため、景

観整備を行った。

令和９～10年度 片山地区

基金積立 1,053,068 池田町森林環境譲与税積立基金

合計 7,129,000

■今後の実施計画

①景観整備を行う。 ②意向調査を行う。

　登山者及び観光客からの要望を踏まえ、登山道等からの眺望を確保するとともに、ハング

グライダー及びパラグライダーの安全な滑走を確保するため、景観整備を行う。

　片山地区及び市橋地区では、これまで意向調査を実施していないため、引き続き森林経営管理法に基

き、森林所有者への意向調査を実施する。ただし、令和９年度については実施しない予定である。

令和11年度 市橋地区


